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問題 ４
梁部材の破壊形態は、せん断スパン比（a/d）によって大まかに3つ
の破壊形態に分類できる。
細長い梁は曲げ破壊が先行し、逆に太くて短い梁はせん断破壊
が先行する。
表にせん断スパン比と破壊形態の関係を示す。
a/dが6.5程度より大きい梁では曲げ破壊、5.5程度より小さい梁で
は斜め引張破壊、1.0程度ではせん断破壊となる。
以上のことから、（２）が適当である。
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問題 １４
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問題 ３１
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問題 ３８
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問題 ３９
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